
地域における「公益社会のデザインと実践」を全国に発信する

　

全
国
初
の
「
公
益
学
」
立

ち
上
げ
を
掲
げ
る
東
北
公
益

文
科
大
学
の
開
学
に
共
鳴

し
、
2
0
0
1
年
に
庄
内
の

地
に
赴
任
し
た
。
以
来
、
地

域
の
方
々
、
学
生
や
教
職
員

と
共
に
、
公
益
を
デ
ザ
イ
ン

し
実
現
す
る
べ
く
、
実
践
・

教
育
・
研
究
を
積
み
重
ね
て

き
た
。
特
に
、
自
然
の
循
環

的
な
利
用
と
保
全
の
た
め
に

結
集
し
た
力
を
、
よ
り
多
様

な
地
域
づ
く
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
さ
せ
て
、
飛
島

の
島
づ
く
り
、海
ご
み
問
題
、

海
岸
林
保
全
な
ど
を
テ
ー
マ

に
「
自
分
た
ち
の
自
然
・
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
り
・
創

る
」
と
い
う
内
発
的
地
域
づ

く
り
を
目
ざ
し
て
い
る
。

公
益
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
反
対
概
念
の
「
私
益
」

や
「
公
害
」
と
の
対
比
が
有

用
で
あ
る
。
悪
い
意
味
で
の

「
私
益
」
と
は
、
自
分
（
達
）

の
利
益
の
み
を
求
め
る
こ
と

で
あ
る
。「
私
益
」
が
過
度

に
追
求
さ
れ
た
場
合
に
「
公

害
」
が
発
生
す
る
。
そ
れ
は

自
分
達
以
外
の
「
他
者
」
へ

の
配
慮
が
欠
け
た
行
動
か
ら

生
ま
れ
る
。
言
い
か
え
れ

ば
、
他
者
（
人
々
、
自
然
環

境
）
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ

た
状
態
、
他
者
の
存
在
を
無

視
・
軽
視
し
た
状
態
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

公
益
と
は
「〝
他
者
の
存
在
〟

を
尊
重
し
、〝
他
者
へ
の
思

い
や
り
〟
と
〝
他
者
と
の
つ

な
が
り
・
調
和
〟
を
大
切
に

す
る
心
、
そ
れ
に
も
と
づ
く

思
考
と
行
動
」
で
あ
り
、
ま

さ
に
「
公
益
は
愛
な
り
」
と

い
え
る
。
私
は
大
学
教
育
の

中
で
、公
益
を
求
め
る
「
心
」

の
あ
り
方
、
実
現
す
る
具
体

的
な
「
方
法
」
論
と
「
行

動
」
力
の
三
つ
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
、
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
。

　

学
生
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
た
め
に
、
飛
島
の
西

海
岸
に
膨
大
な
ご
み
が
堆
積

し
て
い
た
写
真
と
、
長
年
の

努
力
の
結
果
、
毎
年
の
回
収

直
後
に
は
裸
足
で
歩
け
る
か

の
よ
う
な
姿
に
ま
で
回
復
し

た
写
真
を
見
せ
る
。前
者
は
、

生
き
物
た
ち
に
と
っ
て
は
生

命
や
す
み
か
が
奪
わ
れ
、
島

民
に
と
っ
て
は
漁
業
、
観
光

客
に
と
っ
て
は
景
観
の
妨
げ

と
な
り
、
ま
さ
に
公
害
と
い

え
る
。
後
者
は
、
自
然
本
来

の
姿
で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て

も
好
ま
し
い
公
益
的
な
状
況

で
あ
る
。
非
公
益
的
な
状
況

の
発
生
原
因
を
解
明
し
、
解

決
を
探
り
、
実
現
す
る
こ
と

が
公
益
学
の
目
標
で
あ
る
。

そ
の
達
成
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
ら
ず
、
法
制
度
の

改
革
や
国
際
社
会
の
協
調
が

必
要
で
あ
る
。
目
の
前
の
一

つ
の
ご
み
を
拾
う
こ
と
か

ら
、
国
・
国
際
レ
ベ
ル
の
経

済
社
会
の
問
題
へ
と
学
生
の

眼
差
し
を
広
げ
て
い
く
。

公
益
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
も
、
私
が
重
要
視
す
る

の
は
、
多
様
な
主
体
が
「
共

に
考
え
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く

り
・
実
践
す
る
場
」
の
創
出

で
あ
る
。
飛
島
で
は
「
と
び

し
ま
未
来
協
議
会
」、
海
ご

み
で
は
「
山
形
県
海
岸
漂
着

物
対
策
推
進
協
議
会
」「
美

し
い
や
ま
が
た
の
海
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」、
海
岸
林
で

は
「
出
羽
庄
内
公
益
の
森
づ

く
り
を
考
え
る
会
」
と
い
っ

た
関
係
者
の
協
議
会
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、大
学
内
で
は「
地

域
共
創
セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち

上
げ
や
運
営
、
計
画
づ
く
り

と
そ
の
推
進
体
制
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
き
た
。

こ
の
場
が
地
域
内
に
限
ら

れ
る
と
解
決
策
の
限
界
や
マ

ン
ネ
リ
化
が
生
じ
る
。
そ
の

た
め
に
、
離
島
振
興
で
は
飛

島
・
粟
島
・
佐
渡
島
の
「
三
島

交
流
会
」
を
仕
掛
け
る
こ
と

で
島
民
の
内
発
力
を
高
め
、

ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
保
全
や

若
者
の
移
住
促
進
に
つ
な
げ

た
り
、
海
ご
み
問
題
で

は
全
国
の
関
係
者
が
集

う
「
海
ご
み
サ
ミ
ッ
ト
」

に
飛
島
か
ら
発
信
す
る

な
ど
、
2
0
0
9
年
の

海
岸
漂
着
物
処
理
推
進

法
制
定
に
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
最
近
で

は
、
昨
年
10
月
に
日
本

海
岸
林
学
会
・
酒
田
大

会
を
公
益
大
で
開
催
、
庄
内

の
関
係
者
と
現
地
検
討
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
し
、

海
岸
林
の
未
来
を
共
に
考
え

る
場
を
全
国
の
専
門
家
に
広

げ
る
好
機
と
な
っ
た
。
海
岸

林
の
津
波
減
災
機
能
の
重
要

性
や
、
庄
内
で
松
く
い
虫
被

害
が
再
拡
大
す
る
中
で
、
全

国
的
に
も
技
術
・
コ
ス
ト
的

に
海
岸
林
を
ク
ロ
マ
ツ
の
み

で
守
る
こ
と
の
難
し
い
現
状

と
広
葉
樹
を
活
か
し
た
多
様

性
あ
る
森
づ
く
り
の
必
要
性

を
再
認
識
し
た
。

こ
の
25
年
ほ
ど
の
間
に
、

各
分
野
で
庄
内
で
の
取
り
組

み
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
全

国
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。今
後
、

海
ご
み
問
題
で
は
処
理
推
進

か
ら
発
生
抑
制
へ
、
海
岸
林

で
は
針
広
混
交
林
や
広
葉
樹

林
へ
適
正
に
誘
導
す
る
管
理

な
ど
、
よ
り
根
本
的
な
解
決

に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
試
み

が
成
功
す
れ
ば
、
庄
内
は
他

地
域
の
モ
デ
ル
と
な
り
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
さ
に
、
地
域
の
人
々
の
意

識
の
根
底
を
変
え
る
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な

公
益
の
風
が
吹
い
て
い
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

公益の風 #31

東北公益文科大学教授
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